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＜＜会社概要＞＞

・株式会社　三和化学研究所

-事業概要：

-本社：

-従業員：

-売上高：

-ＵＲＬ：

株式会社スズケン（本社：名古屋市　医療用医薬品、試薬、医療用
機器、食品、大衆薬などの販売、ならびに医療用機器の開発製造）
の連結子会社として、 医療用医薬品、簡易血糖測定器、診断用試

薬、医療用食品、ヘルスケア製品の研究開発からマーケティング活
動までを、特に「糖尿病関連領域」を集中して展開。

名古屋市東区東外堀町３５番地

当社単体１２６２人（平成１５年１２月現在）

スズケン連結売上高　　11,240億81百万円 (2004年3月末)

三和化学研究所単体　　405億円 (2004年3月末)

http://www.skk-net.com
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当社における情報配信の基本的枠組み

・マトリクス形式の集計表の集まりを各部署にイントラネットで配信

・実行環境

・ＯＲＡＰツールによるクエリーの自動化と情報配信

・ＵＮＩＸサーバを用いた情報の集積、加工とＤＷＨへのデータ配信

・情報の加工と配信
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「情報処理」はどこが行う？

ユーザーサイドでのデータ加工、分析。
当初の理想：

現実：
クエリー操作もままならない。

結果：

情報システム部でほとんどのクエリーを
一括作成することに。
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「情報処理」はどこが行う？

ユーザーサイドではORAPツールの扱い
も難しい。

データマイニングの方向性はなおさらだろう。

情報システム部門が出来る範囲でデータの加工、
分析を行っていくことにした。
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情報システム部門のテーマ

・情報の有効活用

・DWHに蓄積されたデータを、

　　★即座に

　　★わかりやすく

　　★見せる・・・・・・・・自動化と可視化が重要である。

『意思決定者にはたらきかける可視化情報』　をコンセプトとする
我々の課題を解決するために、ポータルの導入、Webレポートシ
ステム、S-PLUSの利用が上げられた。
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情報システム部門の行っていく役割

データウエア
ハウス

該当部署単位に情報の
可視化、自動化

非定形な統計的分析業務
多変量解析

マトリクス形式の集計表
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テーマ１：出庫はずれ値アラート

突然普段より多い出庫量の製品が出
現！品切れする前に対処したい。

日々、目視確認は大変！！

・規定の時刻にはずれ値商品の時系列と箱ひげ図をバッチ出力
・箱ひげ図のイントラへのリンクを日々自動更新
・はずれ値が発生すればメールを担当者へ自動送信
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処理概要図

ＤＷＨ　　　
出荷情報

S-PLUS
バッチ

はずれ値発生の
自動メール

はずれ値グラフ
の自動リンク

ＷＳＨ （＊1）

（＊1）Windows Scripting Host の略。 通常Windows98/2000/ME/XPであればツールをインストールすることなく使用可。

ＯＤＢＣ

処理時間：日々約２４０００レコードで、１回（１日分）の処理５～６分
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（例１：出庫はず
れ値アラート）

boxplot（）デフォ
ルトのはずれ値
を用いた。
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担当者の日々半日がかりの製品別出庫状況確
認のための手作業が無くなり、突発出品の品切

れ対策になった

（例１：出庫はずれ値アラート）

効果：

改善：
当初、当日の出庫がはずれ値である製品をすべて警告として
セレクトしていたが、１回のはずれ値だけでは特にアラートと
して意識する必要がないと担当部署から連絡を受け、１０日
以内に３回はずれ値があった製品のみグラフ出力とメール送
信を行うよう変更した。
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テーマ２：出庫予測

過去の製品出庫データから毎月１商品ずつ手作
業で６ヶ月先の出庫予測をしている部署があった。

手作業は２週間がかり！

・月初に１回、約４５０製品の今後６ヶ月の出庫推移予測を行う
・グラフと予測値のＣＳＶファイルを出力し、イントラへリンク

過去３ヶ月平均値の延長
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ＤＷＨ　　　
出荷情報

S-PLUS
バッチ

グラフ出力
ＯＤＢＣ

予測値ＣＳＶ出力

処理概要図
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（例２：出庫予測）

* 数量化Ⅰ類

#平滑化曲線
lines(lowess(data[,1]),col=4,lwd=2)
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S-PLUSのグラフ、予測値の出力が意思決定者の持
つ経験に加味され、以前より質の高い生産計画、購
買計画が行われるようになった。

現行の予測担当者が、２週間がかりで行っ
ていた手作業による予測値基礎資料の算

出業務が無くなった。

（例２：出庫予測）

評価：

効果：
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蓄積されたデータを、

★即座に ★わかりやすく ★見せる　　

　　　　　　　・・・・・・・自動化と可視化が重要である。

限られた簡単な操作で、定型化された希望のグラフ
を見たり、エクセルなどによる手作業を軽減したい。

＋

イントラネット上の操作で、定型フォーマット
のグラフ作成を自動化することが良いだろう。

テーマ３：Web連携

情報システム部の課題： 『意思決定者にはたらきかける可視化情報』
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・CGIとS-ＰＬＵＳをつかってリアルタイムなグラフ作成機能を作成

・統計にも関心のあるＳＣＭ部門向けにイントラネットで公開

ＤＷＨ　　　
数値情報

S-PLUＳ

ＯＤＢＣ

イントラネット
操作者＋

*(sqpe.exe)

CGI

Graphlet

問い合わせ

*ユーザーライセンスs-plusに標準インストールの shome/cmd/sqpe.exe

（例３：Web連携）

**(ActivePerl )

**http://www.activestate.com/

***(An httpd)

***http://www.st.rim.or.jp/~nakata/

方法：
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（例３：Web連携）
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（例３：Web連携）
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イントラネット活用例．１

・週別時系列グラフ

・月別時系列グラフ

＜＜その他＞＞

（例３：Web連携）



21

イントラネット活用例．２ （例３：Web連携）

CgiによるWeb連携時のグラフ中の
日本語が文字化けする単語がある
場合は、文字化けする単語を以下
のように、

$sub = ‘売上予測’; 

などとしてシングルコーテーションで
囲んで変数化し、S-plusスクリプト中
の日本語表示引数に渡す。
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イントラネット活用例．３

・商品在庫金額パレート図

・原材料仕入・在庫金額パレート図

＜＜その他＞＞

（例３：Web連携）

s-plusスクリプトのif文中で変
数を作成すると表示される。表
示したくないときは、if文を以下
のようinvisibleで囲む。
invisible(

If ( ・・・ )　{

Sql <- (“select…”)

} else {

Sql <- (“select…”)

}

)　#invisibleの終わり
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イントラネット活用例．４ （例３：Web連携）

s-plusの累積関数
cumsum()を使用。
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＜＜私の思うＳ－ＰＬＵＳ利用の利点＞＞

・よくあるＯＬＡＰツールだけでは真似できない手法、グラフ群が使える。

・よくあるＯＬＡＰツールにはないグラフの柔軟なカスタマイズ性と関数化。

・わかりやすい言語による、明快な開発スタイルが取れる。

・他システム連携への柔軟性。

・エクセルでの手作業をさらに付加価値をつけて自動化。

・次々と新しいものを作りたくなる気分にさせてくれる。

＜＜私の思うＳ－ＰＬＵＳ利用の欠点＞＞

・よくあるＯＬＡＰツールにあるような立体円柱グラフや立体的な面グラフも通常のs-plus関数と
同様に簡単に書けるようなオプション製品があると良い。

他のＯＲＡＰ製品S-plusのTrerrisグラフ
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S-PLUSや、ＢＩツール
を用いた情報の加工と

可視化

マーケティング部門

経営企画部門

経理部門

販売ターゲット分析
販売戦略分析

在庫管理情報
生産管理情報

与信管理分析
経費情報分析

クレーム情報分析
品質改善情報分析

利益計画 経営計画 人事計画

予算予測 売上予測

Strategic-Level

Management-Level

Management-Level

Management-Level

人員推移予測
人員経費分析

★今後の展望

ＳＣＭ部門

Management-Level 人事部門

Management-Level

＊全社情報展開の解析エンジンとして。

ＳＣＭ部門
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＊経営支援ポータルのコンポーネントととして。
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おわり

ご静聴ありがとうございました。


